
食後に ｢のぞく｣と ｢うかがう｣の特徴を簡単にま

とめてみる｡

のぞく:障書物にある ｢穴｣(に頬したもの)ない

し,視野を限定するもの (望遠鏡など)

に接近したり,顔をそちらの方へ向けた

りして,そのむこう側にある対象を見る｡

うかがう:ひそかに,様々な感覚を用いて対象の状

態を知ろうとする｡(接近等の助作は伴わ

ないことが多い｡)また.派生的に ｢好機

をまちうける｣という意味をもっことも

ある｡

〈注1) (18)で.ヲ格が ｢敵陣の梯子｣のような｢状
態｣を表す語でなくてもそれほど不自然ではない

のは,｢敵陣｣という語に ｢様子｣ということまで

読み込むことができるからであろう｡

く注2〉 ｢障書物｣は前節で述べたように.感覚の

およぶ範岡(主に視野)を限定するものであると同

時に,｢rのぞくJないし rうかがうJ主体の姿を

対象もしくは第三者に見られないための道具｣と

もなりうる｡

く注3〉 89X41)はいずれも.｢のぞく｣とrうかがう｣

の共通する意味として倣初にあげた ｢ひそかに見

る｣という意味をもたない例でもある｡

く注4〉 r広辞苑第三版Jの ｢のぞく｣について

の記述で,｢間を隔てる障害をとりのけて見る｣と

いうものがあるが,他の辞番を見ても同様の記述

は見当らず.また筆者自身今のところそのような

用法に出会ったことがない.｢除く｣とi比同してし
まったのだろうか｡

(注5〉 したがって,3.2.で述べた主体と対象と

の距姓の差は,日の接近の有無から生じた余剰的

特徴と考えられる｡

言語経歴 :1963年 1月豊砧区生現在に至る｡

(東京都立大学学生)

日本語の｢むすぶ｣｢つなぐ｣と中国語の｢系｣｢結｣｢接｣｢連｣

間 中 妹

1.はじめに

小柄では,日本語の ｢むすぶ｣｢つなぐ｣と中国語の
｢系｣｢結｣｢接｣｢連｣を比較分析してみたい｡

まず r岩波国語辞典第三版Jの ｢むすぶ｣と ｢つな

ぐ｣の記述を次に示す｡

｢むすぶ｣ ①つなぎ合わせる｡宅)糸 ･ひも等の端を

組んで締め,離れないようにする｡㊥二つ

以上のものをつなぐ｡②固く閉じる｡③ま

とまった状態にする｡⑦締めくくりをつけ

る｡㊥栴えつくる｡0ある状態やまとまり

を生ずる｡

｢つなぐ｣ (Dひも･網などで物を結びとめて離れな

いようにする｡結びとめる｡②離れている

ものを一つに結ぶ｡③長く続けて絶やさな

いようにする｡もちこたえる｡

次に r新明解国語辞典第三版｣の記述を示す｡

｢むすぶ｣ 0-定の手順に従って.一体化された ･

(今まで無かった新しい)状態を作る｡⑦あ

る結果を生じる｡

｢っなぐ｣ 0継いだリひも･純などで結わえたりし

て一続きにし.解け離れないように ･する

(しておく)｡◎ [同類のものを]結びつけ

て,(長く)一続きの物にする｡⑦離れてい

る物を結びつけて.互いに ･意志が通じる

(連絡がとれる)ようにする｡⑳ [とぎれそ

うな物を]なんとか持ち続くようにする｡

次に,二語に対応すると思われる中国語の｢系｣｢結｣
｢接｣｢迎｣についてのr現代洪語辞典/演目辞典･Jの記

述をまとめて記しておく｡

系① 打結,紬｡(結ぶ,締める)

② 栓,臥 (つなぐ,しぼる,くくる)

③ 把入城東西欄住后往上提或向下達｡(ひもやな

わでつるす)

結① 在免状物上打癌痛或用遥種方式制成物品｡(結

ぶ,ゆわえる,くくる,編む.すく)

② 凝朱｡(固まる)

③ 結束｡(結未をつける)
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接① 連接,

なぐ)

② 托住,

③ 接受｡

④ 迎接｡

⑤ 後背｡

連① 迎接｡

(診 連続｡

r跳日辞典J

健迎接｡(続く,続ける,つながる,つ

承費｡(受ける,受けとめる)

(受ける,受けとる)

(迎える,出迎える)

(引き継ぐ,受け継ぐ.交代する)

(つながる,つらをる)

(続けざまに,引き挽き)

では.中国語の ｢系｣と｢結｣は日本語

の ｢むすぶ｣に,｢接｣と ｢迎｣は ｢つなぐ｣に対応さ

せられている｡

2.分析

以下では.日本語の ｢むすぶ｣｢つなぐ｣と中国語の
｢系｣｢結｣｢接｣｢迎｣とを比較していくが.日本語に

ついては,柴田鮎1976,p.75の分析を参考にした｡

(》 何かそれ自身をととのった形にまとめる｡

② 細長い物でAをBに連結する｡

③ 細長い物で何かを一つにまとめる｡

⑥ AとBとの問を埋めるように連結する｡

以下では,これを参考にしながら,これと若干異な

った分桝に従って分析を進める｡

2.1. ひも状のもの同士の結び目のある結合

まず,二本のひも状のものを互いに緩り合わせること

によって結び目を作って結合する場合をみてみたい｡

(1)糸を むすぶ｡

(2)系線｡

(3) 結線｡

(4) 糸を つなぐ｡

(5) 接線｡

(6)?連線｡

(7) なわを むすぶ｡

(8) 系純子｡

(9) 結純子｡

(10) なわを つなぐ｡

(ll) 接純子｡

(12)?逓純子｡

以上のように,ひも状のもの同士を結び目を作って

結合する場合,日本語では ｢むすぶ｣も ｢つなぐ｣も

使うことができるが,中国語では ｢系｣｢結｣｢接｣は

使えるが,｢迎｣は上に示した例文のような構文では使

いにくい｡ただし,日本語でも中国語でもこの他に二

種類の構文が可能であり,これらの構文では ｢迎｣も

自然に使うことができる｡これは,意味的な要因とは

別のものが働いているのではないかと思われるので,

｢連｣も避本的には使えると考えたい｡

(13)赤い糸と背い糸とを むすぶ｡

(14) 把紅線和藍線系起来｡

(15)把紅線和藍線結起来｡

(16)赤い糸と青い糸とを つなぐ｡

(川 把紅線和藍線接起来｡

(18)把紅線和藍線連起来｡

(19)赤い糸を 青い糸に むすぶ｡

伽)肥紅練糸到藍線上｡

Cl)把紅線結到藍線上｡

位2)赤い糸を 青い糸に つなぐ｡
(紬把紅線摸到藍線上｡
伽)把紅線連到藍線上｡
これらは,次のようにまとめられる｡

H NPlヲ Ⅴ (むすぶ/つなぐ)

(日'Ⅴ (系/結/接/ ?逮) NPl

(ii)NPlトNP2トヲ Ⅴ (むすぶ/つなぐ)

(ii)一把NPl和NP2 V(系/結/揺/逮)起釆

(iii) NPlヲ NP2ニ Ⅴ(むすぶ/つなぐ)

(iii)'把NPI V(系/結/接/逮) NP2上

この三つの場合に,｢むすぶ｣｢つなぐ｣動作それ自

体は同じことであると考えられる｡そして,中国語の

｢系｣｢結｣｢接｣｢迎｣もほとんど同様に使われる｡

2.2. 二点の連結

ここでは,隔った二点の間を何かで連結する場合を

みてみたい｡

(25)A点とB点を 直線で むすぶ｡

¢6) x把A点和B点用直線系起来｡

例 x把A点和B点用直線結起来｡

伽)?A点とB点を 直線で つなぐ｡

御 把A点和B点用直線接起来｡

伽)把A点和B点用直線連起来｡

この場合,｢むすぶ｣は使えるが,これに対応する｢系｣

｢結｣は使えない｡中国語の ｢系｣｢結｣は,普通,結

び目を作ることによって結合するという意味を表わす

のに使われるので,そうでない場合は使えないのであ

る｡この場合にもっとよく使われる語は｢迎接｣である｡

81)把A点和B点用直線連接起来｡

以上は,動作的な連結の場合であったが,動作性の

ない場合は,日本語では,｢むすぶ｣｢つなぐ｣両方使わ
れるが,中国語では.｢系｣｢結｣｢棲｣｢遵｣いずれも使え
ず,｢迎接｣しか使われない｡

(32)A棟とB棟を むすぶ 道
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(33)x系A棟和B棟的道路

糾 ※結A棟和B棟的道路

(35)A棟とB棟を つなぐ 道

(36)?接A棟和B棟的道路

(37) x連A棟和B棟的道路

(38)迎接A棟和B棟的道路

(39) 本州と四国を むすぶ 橋

(40) x系本州和四国的橋梁

(41) x結本州和四国的橋梁

小2) 本州と四国を つなぐ 橋

(43)x接本州和田国的橋梁

(44)x迎本州和四国的橋梁

(45)連接本州和四国的橋梁

(46)本州と北海道を むすぶ トンネル

(47) x系本州和北海道的隠遁

(48) ×結本州和北海道的随道

(49)本州と北海道を つなぐ トンネル

帥 ×接本州和北海道的随道

(51) ×迎本州和北海道的隠退

(52)連接本州和北海道的随追

2.3.結び目のない結合

2.I.でもみたように,｢むすぶ｣｢つなぐ｣は二本のひ

も状のものを結び目を作って結合することを表わせる｡

そして.中国語の ｢系｣｢結｣｢接｣｢連｣も同様である｡
(53)二本の帯を むすぶ｡

伽 把両条常子系起来｡

(55)把両条常子結起来｡

(56) 二本の帯を つなぐ.

67)把南条常子接起来｡

(58) 把両粂常子連起来｡

ところが,次にみるように,結合の方法が結び目を

作ることによってではなく.¢2)のように縫うことによ

って,(68)のように ｢糊｣を使うことによってなされる

場合には,｢むすぶ｣は使えない｡これに対して,｢つ

なぐ｣は,いろいろな方法の場合に使える.そして,

中国語では,｢系｣｢結｣は結び目を作ることによる場合

に限られ,｢按｣｢迎｣には,｢つなぐ｣と同様,そのよう

な制限がない｡

(59)x二本の常を ミシンで むすぶ｡

(帥 ×用縫細机把両根筋子系起来｡

¢】)×用植樹机把両根常子結起来｡

62)二本の帯を ミシンで つなぐ｡
¢3)用縫紺机把両根常子凍起来｡

(細 岡縫紺机把両根常子連起来｡

㈹ ×紙を 糊で むすぶ｡

¢6)x用鞭糊把紙系起来｡

(67)×用紫糊把紙結起来｡

¢8)紙を 糊で つなぐ｡

(69)用梁糊把紙接起来｡

(7q)用鞭糊把紙迎起来｡

さて,以上では,ひも状のものの結合をみてきたが,

そうでか ､ものの結合の場合はどうであろうか｡

(71)x釘で 二枚の板を むすぶ｡

(72)x用釘子把両塊木板系起来｡

(73)x用釘子把両塊木板結起来｡

(74)釘で 二枚の板を つなぐ｡

(75)用釘子肥両塊木板棲起来｡

(相 用釘子把両塊木板迎起来｡

(川 井貨車を 二十輔 むすぶ｡

(78)x把二十節旗串系起来｡

(79)x把二十節貨車結起来｡

㈹ 横車を 二十輔 つなぐ｡

(81)把二十節横車接起来｡

(82)把二十節按単連起来｡

(83) x電話を むすぶ｡

(84)x系電話｡

(85) x結電話｡

(細 電話を つなぐ｡

(17)接電話｡

(38)?連寵話｡

このように,｢つなぐ｣は,ひも状のもの以外のもの

の結合を表わすことができる｡これに対応する中国語

の ｢接｣｢連｣もこの用法を持っている｡そして,｢つな

ぐ｣も ｢接｣｢迎｣も同じように,結合させる対象は.

ほとんど無制限のようである｡つまり,木の板,車輪

などもその対象となりうる｡一方 ｢むすぶ｣と ｢系｣

｢結｣の結合する対象といえば,ひも状.帯状のような

軟かいものに限られている｡

2.4. ひも状のものと非ひも状のものとの結合

｢むすぶ｣も｢つなぐ｣もひも状のものをひも状でな

いものに結合することも表わせる｡中国語の｢系｣｢結｣
｢接 ｣｢迎｣にも同様の用法がある｡

(89) ひもを 柱に むすぶ｡

伽) 把純子系在桂子上｡

別)把純子結在桂子上｡

(92) ひもを 柱に つなぐ｡

朗)把純子接在桂子上｡

伽) 把純子迎在桂子上｡
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(95)?ともづなを 岸に むすぶ｡

(96)把得純系到岸上｡

C97)把撹純結到岸上｡

(98) ともづなを 岸に つなぐ｡

(99)把撹縄接到岸上｡

(103)?把撹縄連到岸上｡

ただし,この場合も,｢むすぶ ｣は結び目を必要とす

るだろう｡

次に,次のような文をみてみたい｡

(tot)x馬を 木に むすぶ｡

(102)?把馬系到樹上｡

(lo3) '把馬結到樹上｡

(1叫 馬を 木に つなぐ｡

(kB)x把馬接到樹上｡

(to6)×把馬連到樹上｡

(M)の場合,｢馬｣も ｢木｣もひも状でないものである

が,実際には.｢馬｣をひも状のものを使って ｢木｣に

結合することである｡これもひも状のものと非ひも状

のものとの結合と考えられる｡このような用法は,日

本語の ｢つなぐ｣にはあるが,日本語の ｢むすぶ ｣, 中

国語の ｢系｣｢結｣｢接｣｢連｣にはない｡(Ⅰ州こ相当する中
国語の文は,次の(M)で,｢栓｣が使われる｡

(IoT)把.%拾到樹上｡

2,5. 祭った形にまとめる｡

柴田絹1976にあるように,｢むすぶ｣には,｢何かそれ

自身をととのった形にまとめる(p.75)｣ことを表わす

用法がある｡これは ｢つなぐ｣にはない｡同様にして,

中国語の｢系｣｢結｣にはこの用法があるが,｢接｣｢迎｣
にはない｡

(loS)帯を むすぶ｡

(lm)系常子｡

(]10) 結常子O

(111)x帝を つなぐ｡

(l12)x接常子｡

(日3)ズ迎常子｡

(Il一)靴のひもを むすぶ｡

(1位) 系牲帯｡

(n6)?###.

(llnx靴のひもを つなぐ｡
(=)x接種常｡

(119)x迎牲帯｡

(]a)) ネクタイを むすぶ｡

(t21)系領帯｡

(122)結領帯｡

脚 ×ネクタイを つなぐ｡

(121)×凍領帯｡

(tS)x連領帯｡

2.6. その他

ここでは,これまで扱えなかった例についてみてみ

たい｡

(126)良い緑を むすぶ｡

(127)x系良縁｡

(13)結良緑｡

脚 同盟を むすぶ｡

(133) x系盟｡

(131)結盟｡

今までなかった新しい状態を作るという抽象的場合

は,｢むすぶ｣に相当する中国語の ｢結｣が同様に使わ

れるが,｢系｣は使えない｡

(I32) 手を むすぶ｡

(133) x系手｡

(1叫 ×結手｡

(IS) 口を 堅く むすぶ｡

(136)x緊系住塀｡

仰x緊結佳境｡
｢むすぶ｣の比境的な表現には,中国語の ｢系｣｢結｣

とも使われない｡｢手をむすぶ｣に相当する中国語は｢握

手｣(固く手を握る)であり,｢口を堅くむすぶ｣は ｢繁

閑佳境｣(ロをしっかりと閉じる)という表現になって

いる｡

とぎれそうな物をなんとか持ち続くようにする場合

は,｢つなぐ｣に対応する ｢接｣｢逮｣とも使いにくい｡
(13)命を つなぐ｡

(139)x接命｡

(He)x連命｡

(M)一筋の希望を つなぐ｡

(112)x横一線希望｡

(113)x連一線希望｡

例文(I38)を,中国語で表現すれば,｢維持生命｣(なんと

か生きている.)になっていて,例文(州ま,｢有一線希望｣

で表わす｡

3.歳び

日本語の ｢むすぶ｣｢つなぐ｣と中国語の ｢系｣｢結｣
｢摸 ｣｢迎｣を比較しながら分析してきたが,｢むすぶ｣

と ｢系｣｢結｣.｢つなぐ｣と ｢接｣｢避｣それぞれ対応す
る例が多いと言っても.パラレルに使うことができる

わけではない｡
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次に,小稿の分析をまとめておく｡

むすぷ 系 結 つなぐ

横 逮ひも状のもの同士の結び目のある結合 ○ ○

○ ○ ○ ○二点の連結 (動作的)

○ × × ○ ○ (⊃II (非動作的) (⊃ × × 0

× ×結び目のない結合 × × ×

○ ○ ○非ひも状のもの同士の結合 × × ×

○ ○ 0ひも状のものと非ひも状のものとの結合 () ○ ○ ○ くつ ○

整った形にまとめる ○ ○ ○ × ×

×言語経歴 :1953年4月から1983年2月まで中

国1984年4月まで横

浜市神奈川区現在東京都目黒区

(束京都立大

学大学院学生)山口県長門方言切断動詞の意味分析

- ツムに連なる動詞語葉- 藤 田 勝 良1.はじ

めに共通語の切断動詞 ｢つむ｣は,柴tEl編1976

の指摘するように成長物を切断対象とする｡ただし,成

長物といってもそのほとんどは植物である｡柴田絹1976により

,その切断対象を列挙すると次のようなものがある｡｢桑の薬｣｢レンゲ草｣｢花｣｢セリ｣｢ヨモギ｣

｢綿の花｣｢琴｣｢羊の毛｣｢葡萄の房｣

｢木の芽｣一方.全国方言の実態を記した辞番類の

記述をみると西部方言のうちに.｢つむ｣が共通語に比べより広い

対象に用いられる地域

のあることがわかる｡たとえばr日本国語大辞典Jの,つむ 【摘 ･採 ･孤】の

方言の項く吐 1〉には次のようにある｡②磐を刈

る｡敵襲する｡兵庫県赤穂郡 ･広島県高田郡 ･熊本

県下益郡③はさみで切る｡石見｢紙をつむ｣｢髪の毛を

つむ｣｢爪をつむ｣徳島県 r

髪をつむ｣｢爪をつむ｣愛媛県 ｢紙をつむ｣｢紫をつむ｣
｢爪をつむ｣高知県 ｢夜つめをつむものではない

｣また,筆者が1983.1984両年に東京在住の

若年層を主な調査対象として行なった調査でもこのこ

とは次のように確められた｡ 対象架の 爪

舵 糸話者 毛北海道札幌市(1962

)6-18 × × × ×岩手県盛岡市

(1962)0-18 × × × ×埼玉県朝霞市(1958)3-現在 × × × ×

東京都盟島区(1962)0-現在 × ×

× ×岐阜県美浪加茂市(1962)0-18

× × × ×愛知県知立市(1958

)0-23 × × × ×福井県武生市

(1954)0-18 × × × ×徳島県石井町(195年)0-18 × × ×

×愛媛県松山市(1959)4-18 ○ ○

× ×高知県高知市(1964)0-18 ○

○ ○ ×広島県五日市町(1960)0-現

在 ○ ○ × ×山口県長門市(1958

)0-18 ○ ○ ○ 0福岡県久留米市(1963
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